
建築遺構調査・史跡整備・測量
建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

１，建逃物，町並・集落等の調査
奈良市内明治建築調査（奈良県）　　1971年９月。沢村・村上・宮木レ余良市史建築調査の一
環として，奈良女子大学本館・旧県立|胤Iぽ1本館など明治建築のll咯,凋ををおこなった。
七尾市民家調査（石川県）　　1972年２月。村上・寓本。　匕尾市史建築訓査の一環として，
古民家（農家４楝，町家２陳）・Mり111（1楝）の調査をおこなった。これらの建築年代は1810:紀

から19
匪紀中頃にかけてのものであり，農家の間取りは，能登半島中部北域に分布するもの

と同様の形式をもっている（余良ljl立文化財研究所年報1971参照）
。

日本建築史基礎資料集成のための調査（科学研究

費,代表者･東京大学太I III','/太郎）　1972年3月
。

沢村・宮沢・宮木・天田・藤村。大分県富貴
寺大堂の古材の所在調査，一部実測，写貞撮
彫をおこない，あわせて旧小屋材の現状と復
原資料を検討した。その他石上神宮・宇治上
神阯・醍醐.ljり,‘讒1宮の阯殿等を調査した。
JII原寺復原模型設計のための資料収集　　1971
年４月～10月。宮沢・天III。復原1=曼型設計参
照資料を件るため，栄山寺・当麻寺・奈良市
内の奈良時代建築などを調査した。　　　　　　　　　　第11j　富　貴　寺　大　堂
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町並・集落の歴史的景観に関する予備調査　　1971 年 ７月ヽ1972 年 ３ 月。 宮 沢・大|ll・藤 村。

歴史的 な町並 の敲存に関 する予陥的 な調査として，町並の現況， 保俘の実体， 住民 の意識，

法制的 な事 項などの資抖および文献史料を 収染してお り，本年度は山 口県萩 市，岡山県 倉敷

市，岐J江県 高山 市， 奈良県 大和邵|||市 な どを対 象とした。

2， 環 境 整 陥

難波宮跡（大阪市東区法円坂町）　　1971 年 ４ 月～1972 年 ３月。沢村。 大阪市の 依幀に より難

波宮 朝堂院跡整 陥の基 木計画作成に|扁力した。

插磨大中造跡（兵庫県加古郡插卵11」･）　　1971 年 ４月～1972 年 ３月。 沢村。 大中遺跡 の基本整

備 計画を指導し た。

末松廃寺（石川県石川郡野々市町）　　1971 年 ４ 月～ ５月。藤 原。 ３か年に わたる環境 整陥事

業 の完了に ともない，事業終了 報告il卩 ）昨成， 今後の管理力 法について指導した。

一乗谷朝倉氏館跡Q.i 井 市足羽町）　　1971 年 ８ 月～1972 年 ３月。牛 川・H ］中。 今年 度の発掘

調査で検出した土塁 のうち，北 釖|に ついて石垣Mj 強 のためのグラゥトエ法，固 脂注人，一 部

積直し，お よび庭園復原工事について指導 Ｌた。

紀伊風土記の丘（和洳|IIlj’岩橋）　　1971 年 ８月～10 月。牛 川・|||中 。 和 歌山県教 委の 依幀に

より風土記の丘資料館周辺 の植 栽および1丗庭 の基 本設計をおこなった。

フゴ･yぺ洞窟（北海道余市郡余jljlllD　　1971 年10 ル, 牛 川。 壁面彫刻保 俘のための 蹤屋 迚設

に と もない， 前年度おこなっ た写頁詼il;:を もとに設殴場 所について指尋した。

大宰府都府楼跡（福|刪,湖 澑 郡太宰卵|」‘）　　1971 年ｎ 月。|11中 。 都府楼南面築地お よび回廊

の整陥基本計画をお こなった。

出雪国庁跡（松江I市大草町）　　1971 年12 月。 牛 川,‥1;,･j根県 教委の 依頼に より 国庁 跡整 鰯iの

基 本設計をお こなっ た。

多賀城内城跡（多賀城ili）　　1971 年 ４月～1972 年 ３月。 牛川・IH 中。 特別史跡 多賀 城跡の

正殿・築地等の整陥計画を指尽し た。

3， 写 真 測 量

薬師寺金堂基壇（奈良I』泗 の京町）　　1971 年10 月 ～nJ 」。 牛川・伊東 ・藤 原・flll ・ 黒 崎。 発

掘調査前および後の二回にわけてお こない，縮尺插o の写真図を 作成Ｌた。

泉屋博古館青銅器（京都市左京区天王町）　　1972 年 ２月。 牛川･llj」’|］］・|］:l中 ・ 黒崎 ・flll。 泉

屋博古館所蔵の乳虎向，鷓鶚尊，鳥柱伺 ・饕孩文鼎の ４点を写真測量し， うち２点に ついて

は原寸の実測図を 作成した。

高松城石垣（高貶I|吶 町）1972 年 ３ 月ｏ 牛川・限東 り|||ｏ

-
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